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論文内容の要旨

本文:車軸藻類の単一細胞の異った 2 ケ所の相対的な膜電位変化がほぼ一定の周期で変動している

ことを見出した。この変動の周期が原形質流動の周囲周期ときわめてよく一致している事もわかった。

細胞の各部位におけるリズム(周期的変動)には位相のずれがあり，細胞の両端部ではほぼ 180。ずれ

ていた。又いづれの部分でも一般的に膜電庄が極大を示す時膜抵抗は極小を示した。これらの結果を

解析すると，負イオンではなくてむしろ正イオンの透過性変化に対して良い相関を示した。細胞外液

中の主要イオン (K +， Na+, Cl-) に対するリズムの振幅応答を見ると(図 I において Pool 1 を test.

side , Pool 2 を contrel.side として実験)， K+, Na+に対してのみ濃度依存性の振幅の減少が見られ

た。しかしこのときその部分の膜抵抗の減少も見られたので，無差別にイオンを通しやすくなったこ

とが外見上リズムの振幅を減少させている可能性がある。種々の代謝阻害剤の中でCNーは(膜電位，

膜抵抗，原形質流動のいづれにも大きな影響をおよぼさない濃度で)可逆的にリズムの振幅を減少さ

せた。これらの結果は，この細胞の電位リズムは能動的なイオン輸送の振動現象を示しており，今後

原形質流動，イオン輸送の制御機構を考える上で重要な意味を持っていると考えている。

図 1.
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論文の審査結果の要旨

Nitella (フラスモ)節間細胞は巨大細胞であり，神経と同様に刺激により活動電位を発生し，その

際に原形質流動が一過性に停止する。

緒方君のこの論文は，この細胞の膜電位にみられる一定周期のリズム発生の機構に関するもので，

長時間にわたる記録観察中に発見した現象の解析である。

まず細胞の長さの変化，温度変化，薬剤処理など種々の条件変化に対してこの電位リズムは細胞内

原形質流動の一周囲の周期と完全に一致していることを証明した。

またこのリズムは細胞の全表面にわたって存在していること，細胞の両端部の間では位相がほぼ1

180。ずれていること，脱分極方向に変化している位相では膜抵抗が増加していること，さらにこのリ

ズムは陰イオンではなく陽イオンの膜透過の機構と強い相関のあることを明らかにした。

ついで種々の陽イオンは多少ともこのリズムの大きさを減少させるような効果があるが，これは同

時に起っている受動的なイオン透過性の増大にともなうみかけの現象であって，本質的にはこのリズ

ムが能動的な electrogenic なイオン輸送と密接な相関のあることを示す結果を得ている。

能動的なイオン輸送が細胞内環境の恒常性の維持に必要であることは云うまでもないが，その機構

が周期的に変化することを示し得たことは，将来膜電位を介する種々の制御機構を調べるにあたり重

要な知見であり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。

-31-




